




虚血性心疾患の負の危険因子として HDL-CholesteroI(HDL-C)の意義は高く,本心身障害研

究においても重要な測定対象となっている。しかしながら,その測定法には各種のものがあ

り,それぞれの研究機関において異なる測定法が採用されているため,地域差等をみる疫学

調査においては測定法の差異が著しく影響し,目標とする因子の把握ができないなどの問

題を生じている。このため,測定法の標準化が望まれているのが現状である。本研究におい

ては,そのような標準化への一つのアプローチとして,HDL-C 測定法のなかで現在最もひろ

く用いられている各種の沈澱分画法につき,基礎的検討を行った。検討対象の沈澱分画法と

しては,Heparin-Mn 法(He-Mn 法),Dextran sulfatc-Mg 法(DS-Mg 法),Heparin-Ca,Ni 法

(He-Ca,Ni 法),Phosphotungstatc-Mg 法(PT・Mg 法)の 4 法である。 


